
海技試験申請連絡書（申請時に必要事項を記載し添付してください） 
北海道運輸局海上安全環境部 船員労働環境・海技資格課 

ふりがな 
申請者氏名 

電話番号 
（平日の日中に連絡の取れる番号） 

連絡先の別 
（携帯・自宅・会社等） 

 ①    －    －  

②    －    －  

◎受験資格種別 （※受験階級に○ 併科受験及び同時受験は受験階級全てに○） 
 
 航海   １ ２ ３ ４ ５ ６ 級海技士（航海） 

 機関   １ ２ ３ ４ ５ ６ 級海技士（機関） 

 内燃機関 １ ２ ３ ４ ５ ６ 級海技士（機関） 

 通信   １ ２ ３  級海技士（通信） 

 電子通信 １ ２ ３ ４  級海技士（電子通信） 

◎受験内容 （※いずれかに○ 併科受験は本科（最下級）の受験内容に○） 
 ① 筆記試験のみ  （※科目免除適用の 有 ・ 無 ） 

② 身体検査 ＋ 口述試験 
③ 口述試験のみ 
④ 全受験 （ 筆記・身体・口述） （※科目免除適用の 有 ・ 無 ） 
 

◎受験票の返送について、下記のいずれかをチェックし、必要な返信用封筒（定型サイズ）を同封すること。 
□ 簡易書留を希望する（４６０円）  □普通郵便を希望する（１１０円） 
 

連絡事項 
・不足書類の対応 
  証明書等の提出時期 
 
 
 
 
 
注意事項：受付期間前に提出された申請書類は受理せず返却します（配達日指定郵便等を活用してください） 
 

海技試験が不成立、不合格の場合には添付書類を返却又は転用が可能です。 
返却を希望する場合には、合否確認後に「書類の返却申請書」に必要事項を記載し、郵便切手を貼付した返

信用封筒（A4 サイズが入る封筒）を用意してください。 
転用を希望する場合は、試験申請する際にほかの必要書類と一緒に提出お願いいたします。 
郵便料金 簡易書留による返送を希望する場合は ５３０円 

普通郵便による返送を希望する場合は １８０円 



海技士国家試験申請書類について 
1 受験票 ☆ ボールペンで記入 
 氏名、住所、生年月日を忘れずに記入 （生年月日は、元号（昭和、平成）で記入） 

写真（３ｃｍ×２．４ｃｍ、申請日前６月以内）２枚を貼付 

2  海技試験申請書（ＯＣＲシート：第１０号様式） ☆ 鉛筆で記入 ※併科受験の方は本科と併科分必要になります。 
 （機械で読み取れなくなるため、折曲げたり、汚したりしないで下さい）  

3  海技試験申請書（二）（２１号様式） ☆ ボールペンで記入 ※併科受験の方は本科と併科分必要になります。 
①右上の欄に申請者の氏名、ふりがな、現住所を忘れずに記入 
②「試験の免除」欄は、試験（科目・筆記試験・身体検査）の免除を受ける場合は必ず記入 
③「学校卒業証明書、海技免状、無線従事者免許証等の写しの照合」欄は、次の場合に記入 
・「学校名」の欄 《船舶職員養成施設を卒業し、筆記試験の免除又は乗船履歴の特例を受ける場合》 
・「船舶職員養成施設名及び設置者の名称」の欄 《船舶職員養成施設の課程を修了した者が筆記試験の免除を受ける場合》 
・「海技免状」の欄 《海技免状をお持ちの方で上級の試験を受験される場合》 
・「無線従事者免許証」の欄 「船舶局無線従事者証明書」《通信／電子通信を受験される場合》 
④「乗船履歴」欄 口述試験を受験する場合は、必ず記入（乗船履歴証明書を添付する場合を含む） 

4  手数料納付書 ☆ ボールペンで記入 
筆記試験・身体検査・口述試験の種別ごとに一枚ずつ作成 
収入印紙は過不足のない金額を貼る（割り印は不要） 

  ◎は必須  ○は該当する場合に必要 

必要な添付書類 筆記 口述 

5  住民票（本籍記載）または戸籍抄本、海技免状、操縦者免許証 
本籍の確認に使用するので、住民票を送付される場合は必ず本籍記載のもので、提出日以前１年以内のもの（海技免状又は操

縦免許証の場合はコピー） 
◎ ◎ 

6  無線従事者免許証及び船舶局無線従事者証明書の写し 
通信又は電子通信の試験を受験する場合（試験開始前までに原本確認が必要） 

○  

7  海技免状の写し 
同系統の海技免状を受有している場合（試験開始前までに原本確認が必要） 

 ○ 

8  科目免除証明書 
北海道運輸局で受験し合格した場合には「合格証明書交付申請書」で可 
他の運輸局で受検合格している場合は、「科目合格証明書」 

○  

9  筆記合格証明書 
北海道運輸局で受験し合格した場合には「合格証明書交付申請書」で可 
他の運輸局で受検合格している場合は、「筆記合格証明書」 

 ◎ 

10  卒業証明書等 
養成施設修了者で、筆記試験免除を受けようとする場合は、①と②を 
養成施設修了者で、乗船履歴の特例を受けようとする場合は①と③と④を 
①卒業証明書（卒業証書可 原本確認必要） 
②養成施設修了証明書 
③修得単位証明書 
④訓練記録簿 （平成 11 年 4 月 1 日以降に入学した方に限る） 

 ○ 

11 乗船履歴を証明する書類  
「試験開始期日」前１５年以内の履歴で、かつ、同じく５年以内の履歴を含んだ乗船履歴を証明するもので、次の①～③のう

ちいずれか （ただし、船員手帳を受有するものは①）   
①  船員手帳の写し（試験開始前までに原本確認が必要） 
② 船舶所有者の証明書（船舶検査証書（写）、その他勤務記録の写し等も必要） 
③乗船実習証明書 
 （一括届出の船舶や、外国籍船の乗船履歴などの場合は、別途添付書類が必要、要照会） 

 ◎ 

12 海技士身体検査証明書（第７号様式）   
１年以内に身体検査に合格し、免除を受ける方は海技士身体検査合格証明書(北海道で受験した場合、合格証明書交付申請書) 
「船員法上の指定医師」により「試験開始期日」前６月以内に受けた検査の結果を記載したもの 
参考：「船員法指定医」で検索すると、国土交通省の HP で指定医一覧表が閲覧可能 

 ◎ 

13 返信用封筒（郵送申請の場合）  
受験票を返送しますので、あて先を記載し、切手（定型封筒※の場合、簡易書留は４６０円、普通郵便は１１０円）を貼っ

た封筒を同封して下さい。            （※ 定形封筒：タテ 23.5 ㎝以内、ヨコ 12 ㎝以内） 
◎ ◎ 

14 本紙裏面の海技試験申請連絡書 
 審査時に不足書類、補正が必要な場合に確実に連絡をとるためです。 

◎ ◎ 

 


